
１　導入
　昨今、居場所と称されるNPOなどによる活動形
態が急増している。居場所は、地域の茶の間、集い
場、ふれあいの居場所、通いの場、ふれあい食事

（の）会など、その呼称もさまざまである。コミュ
ニティレストランやコミュニティカフェと表現され
ることもある。高齢者の交流や生活支援、障害者の
自己実現、子ども食堂など子どもを主な対象とする
もの、子どもとその親を対象とするもの、フリース
クールなど青少年育成に関わるものもある。NPO
法人ひょうご・まち・くらし研究所および公益財団
法人コープともしびボランティア振興財団の『居場
所アンケート調査報告書』（2016）によると、兵庫
県内の居場所の69.5%に当たる341ヶ所が2000年以降
に開設されている。社会福祉法人全国社会福祉協議
会は平成６（1994）年からふれあい・いきいきサ
ロン活動を提唱しており、平成24（2012）年には
55,280ヶ所が設置されている。
　民間だけではなく、行政も居場所に関する取り
組みを始めている。内閣府は平成23（2011）年度
に「高齢者の居場所と出番に関する事例調査」を
行っている。地域包括ケアシステム強化法案におけ
る「『我が事・丸ごと』地域共生社会」も多機能的
な居場所を念頭に置いていると考えられる。神戸市
では、主に高齢者を対象とした「居場所づくり型一
般介護予防事業補助金」や子どもを対象とする「子
どもの居場所づくり」に補助を行っており、またこ
れまでは生きがい対応型デイサービスを実施してき
た。宝塚市では、きずなの家事業を行っている。兵
庫県も「コミュニティカフェ開設応援プロジェク
ト」を、市町社会福祉協議会を通じて行っている。
ほかにも、熊本県の「地域の縁がわ」、静岡県の

「ふじのくに型福祉サービス」、京都市の「高齢者の
居場所づくり事業」などがある。
　居場所は多義的な意味を持つ。「私はここにいて
よい」「僕の得意なことはこれだ」といった個人に
対する承認の意味で用いられることもあれば、コ
ワーキングスペース、シェアハウス、コレクティブ

ハウス、グループリビングなど、それぞれ目的は異
なるが、ある生活空間で他者と共に過ごすことを居
場所だと定義することもできる。居場所は、昭和
55（1980）年頃から不登校の問題が議論される中
で、東京シューレなどのフリースクールと共に関心
を集めてきた取り組みである。文部科学省の学校不
適応対策調査研究協力者会議においては、居場所
を「児童生徒にとって自己の存在を実感できる精神
的に安心していることのできる場所」だと位置付け
ている。また、公益財団法人さわやか福祉財団の

『ふれあいの居場所－ガイドブック』（2008）では、
求められる居場所の姿として、「いつでも立ち寄れ
て、いつでも帰ることができる」「誰もが利用でき
る」「時間を自由に過ごすことができる」「経験や能
力を生かすことができる」「自分の存在を認識でき
る」ことを要件としている。そこで、当報告書で
は、「何らかのサービスや事業を通じて、その場の
参加者が相互に影響を及ぼす物理的な場」を居場所
だと定義したい。
　公益財団法人さわやか福祉財団は、居場所の種別
として、自然発生型と仕掛け型、単独型と併設型、
常設型と一時型、対象非限定型と対象限定型などに
分類している。私たちは、この中でも、常設型の居
場所に注目した。
　今後、NPOなども含めた住民が主体となって
地域福祉を支えるにあたり、その地域のプラット
フォーム的な機能を持つ居場所が重要になる。その
居場所は、住民の利便性やその利用目的を考える
と、月１回や週１回ではなく、週５日以上など、つ
まり一時型ではなく、常設型が必要とされる。しか
し、その常設型の居場所を運営するためには、経済
的な持続性をどのように確保するのかが課題であ
る。月１回や週１回などの一時型は、公共施設など
を借りることができるし、主催者の負担もそれほど
大きくない。しかし、常設型で公共施設を毎日借り
ることは非現実的であるし、主催者の負担も非常に
大きいため、居場所を開所する場所の確保、および
毎日運営するスタッフが必要となる。そのため、常
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設型の居場所を継続的に運営するためには、ある程
度の経済性が必要となる。コミュニティ・ビジネス
だと言ってもよい。
　このような課題意識をもとに、平成29（2017）年
に生きがいしごとサポートセンター（兵庫県労政
福祉課の補助事業）を運営するNPO法人などのス
タッフが集まり、ひょうご居場所研究会（以下、研
究会）を発足させた。居場所はレンタルスペースや
講座、喫茶などいくつかの小商いを実施しながら、
その収益を確保することが多い。ただし、私たちが
知らない手段を有する可能性も想定される。このよ
うな議論を通じて、特にコミュニティ・ビジネスの
要素で運営されている居場所のビジネスモデルを類
型化したい。

２　研究方法
　主に兵庫県内で居場所を運営する主催者の居場所
に出向き、ヒアリングを行った。
　ヒアリング団体は、第１に１名以上の雇用がある

こと、第２に兵庫県内で活動していること、第３に
それぞれのヒアリング団体のビジネスモデルが重複
しないことを念頭に研究会で議論を行い、選定し
た。
　ヒアリングは平成29（2017）年８月から平成30

（2018）年５月の期間に行い、１回のヒアリングに
つき研究会に属する複数のメンバーが参加した。１
回のヒアリングは２時間ほどであり、ヒアリング団
体が運営する居場所にて行った。その内容は半構造
化インタビューで行った。あらかじめ質問事項をリ
ストアップし、ヒアリング団体に送付した。質問事
項は、ヒアリング団体の基本情報や収支に始まり、
居場所の設置目的や動機、沿革、サービス内容、対
象者、運営者、関係者、運営することによる効果、
今後の展望、おカネの流れや資源の投入などについ
てである。
　当初の計画では、10団体を想定していたが、スケ
ジュールなどの理由により、７団体に留めた。

３　ヒアリング結果
　ヒアリングの内容を要約して紹介する。表１はそ
れぞれのヒアリングの概略を示したものだ。

３．１　株式会社Happy
　Happyは新長田にてはっぴーの家ろっけん（以
下、はっぴーの家）、明石にてかなえ場などを運営
している。
　Happyの代表である首藤氏は神戸市長田区の六間
道商店街で生まれ育った。長田という地域性、また
親族が経営する会社の社宅に住んでいたため、子ど
もの頃から「シェアする」ことが生活の一部になっ
ていた。さまざまな仕事を経験する中で、２つの出

来事があった。１つ目は、認知症の祖父も含めた多
世代14名による実家でのシェア生活があったこと。
２つ目は、独居の高齢者と出会い、福祉と不動産が
連携できていない現状を知ったこと。この２つの出
来事から、福祉と不動産を掛け合わせた事業、高齢
者も子どもも含めた多世代がともに生活するまちづ
くりを構想するようになった。
　はっぴーの家は45室のサービス付き高齢者向け住
宅であり、かなえ場は訪問看護ステーションであ
る。はっぴーの家もかなえ場も福祉事業でありなが
ら、地域に大きく開かれている。
　かなえ場は、まちの公民館的な保健室を目指して
いる。リフォーム業者にリフォームを依頼するので

表１　ヒアリングの概略

団　　体　　名 訪問日 応　対　者 訪　問　先

株式会社 Happy 2017/08/22 首藤義敬 はっぴーの家ろっけん

NPO 法人たけのコム 2017/10/20 筧進、森川賢子、浜尚美 たけのパーク

yori cafe 2017/10/26 北村頼生 yori cafe

認定 NPO 法人ウィメンズネット・こうべ 2017/12/07 茂木美知子 WACCA

NPO 法人ふぉーらいふ 2018/02/02 中林和子、矢野良晃 フリースクール ForLife

認定 NPO 法人東灘地域助け合いネットワーク 2018/04/24 村山メイ子 東灘地域助け合いネットワーク事務所

NPO 法人花たば 2018/05/09 須見恭子、久恒貞江、宗近和義 コミュニティハウス花たば
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はなく、延べ350名の地域住民とワークショップ式
のDIYでリフォームを行った。地域住民はDIYに参
加することでかなえ場に親近感が湧き、３日前に
突然オープンすることを発表するものの、当日に
は100名が来場した。その後も、バーカウンターを
作ったり、地域の学生によるアート作品を設置した
り、地域住民がプロジェクターを持ち込み、映画会
を開催したり、婚活イベントが開催されていたりす
る。
　はっぴーの家のコンセプトは世界旅行である。１
階から６階まで、日本、アジア、アメリカなどとそ
れぞれテイストが決まっている。このアイディアも
地域住民のアンケートからもたらされた。まちの中
にある福祉施設のこれからのあり方を考えてもらう
ために、建築時に地域住民にアンケートを実施し
た。必要な施設について問うと、９割がエンター
テイメントだと答えた。「安心で安全で安価な」と
いったスペックではなく、残りの人生をより楽しめ
る環境で過ごしたいという希望であった。はっぴー
の家のオープン時は400名が来場した。その後も、
施設のキッチンを開放し地域住民や子どもたちと一
緒に食事を作ったり、入所する高齢者による人生相
談駄菓子付きコーナーなどキャッチーなイベントも
開催している。首藤氏は、はっぴーの家を「多世代
型の介護付きシェアハウス」と表現する。
　首藤氏は、貨幣と非貨幣のハイブリッドを志向し
ており、特に福祉事業とコミュニティスペースの相
性がよいものだと考えている。コミュニティスペー
スの欠点は収入の確保であるため、福祉事業でそれ
をカバーしている。また、それぞれの事業所では、
福祉や介護などの看板をあえて大きく掲示しないこ
とで、福祉や介護に関心がない層も巻き込むことに
成功している。
　はっぴーの家やかなえ場の取り組みは大きく２つ
の効果をHappyにもたらしている。第１に、人材採
用の点である。介護業界は求人広告に膨大な費用を
かけている。それでも自社が望む人材を確保するこ
とは難しい。Happyの求人広告費は直近４年間で０
円である。はっぴーの家の施設長はかなえ場で実
施されたイベントに参加した方を採用した。また、
このようなつながりで入社した人材は、さまざま
なつながりを求め、自主的に動くひとであるため、
Happyにとっての雇用の第一条件である「ひとが好
き」を必ずクリアしている。第２に、営業コストの
点である。介護業界は一般的にケアマネジャーが利
用者を事業所に紹介するという流れである。利用者

であるエンドユーザーが事業所を選ぶことは少な
い。Happyは地域にファンを作ることで、そのファ
ンが代わりに営業（口コミ）をしてくれるため、エ
ンドユーザーが直接Happyを選んでくれるという流
れを作り出している。また、利用者に直接アプロー
チできることで、それぞれの事業所のコミュニティ
を維持しやすくもなっている。

３．２　NPO法人たけのコム
　たけのコムは神戸市西区の西神ニュータウンの竹
の台地域で、たけのパーク（居場所づくりと貸し部
屋業）、桑の木幼稚園の給食事業、西神中央駅近く
の駐輪場の指定管理などを運営している。たけのコ
ムは竹の台地域委員会（以下、地域委員会）の活動
の延長線上で設立されており、表裏一体のものだと
考えられている。組織や会計は別だが、理事などの
構成員は同じである。たけのコムの有給スタッフ
は、たけのパークでパートが５名、桑の木幼稚園で
は13名、駐輪場で20名ほどである。たけのパークの
スタッフは調理が主なので全員が女性である。たけ
のコムは、地域委員会の活動を通じて竹の台の地域
住民には馴染みがあるため、スタッフの９割くらい
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